
山間地域キャンプ場でのイベント来場者の
森林景観に対する評価

～ひのみこアウトドアフェス2024を事例に～

高知大学 農林海洋科学部 年
松本侃樹



研究の背景及び目的

本研究では、森林公園等への来場者がどのような森林景
観に対して、どのような評価軸を持って好ましさ・好まし
く無さを評価しているのかを明らかにすることを目的とし
ている。

森林景観に関する評価法には 法が多く使用されてい
る。しかし、 法では具体的に森林景観のどの部分を評
価したのかを把握し難く、また、多様な要素が多く映りこ
む森林を評価することも難しい。

そこで、本研究では被験者が多様な要素を持つ森林景観
について、具体的にどこをどのように評価しているのかを
調査することを試みた。



調査対象地および調査日の開催イベント

日ノ御子河川公園
キャンプ場

高知市 

香美市 

調査日に開催していた「ひのみこアウ
トドアフェス 」は、多様な野外活動
を楽しむイベント。
今回は別会場のイベントと繋ぐ巡回バ
スが運行され、参加者増加をはかった。



調査手法

年代
性別

職歴

同行者

利用履歴

利用種類・季節

回答者の属性情報を収集。 回答者の森林への評価を収集。
キャンプ場内から見える森林景観の画像を示

し、直接記述で評価箇所を示してもらう形。



写真の撮影場所および範囲
アンケート調査で利用した写真は、図に示した地点・方向により、スマー
トフォンのパノラマ撮影を行った。



【調査結果】回答者の年代・性別、同行者
アンケートは 枚配布し、回収率は ％であった。

●30代40代の子育て世代
が回答者全体の74％を占
める 
（40代48％、30代26％）  

●30代40代の子育て世代
をはじめ、回答者の多くは
家族で来場 
（家族80％、友人18％）  

％

％



【調査結果】来場回数
●来訪回数は「初めて来場」が
37人（61％）で最も多く、次い
で「2～4回来場」22人（36％）
となった。

仮説：
①実施日は前日が雨で当日も

曇天だったので、場所・内容を
良く知る人は来場を避けたので
はないか。

②今回から別イベント会場と
の間で連絡バスを設けた影響で
初回参加が多くなった可能性が
ある。

↓
本調査は、あまり調査地に馴染
みのない回答者による森林景観
の評価の影響を強く受ける。
（第一印象の評価に近い）



【調査結果】森林景観評価の回答状況

「好きも嫌いもない」、「評価といわれてもよ
く分からない」という回答が多く得られた。

（無関心さ・知識の不足が確認された）



実際の回答（コメントの記述は各写真で ～ 人： 箇所）

への
記述
人

への
記述
人

への
記述
人

への
記述
人

への
記述
人

への
記述
人

への
記述
人

「整然さ」
減点評価

「樹の形」加点評価



【調査結果】森林景観評価の評価軸

好ましくない好ましい合計
コメント整理

構成比評価件数構成比評価件数構成比評価件数

0.0%05.0%53.4%5①樹の形

0.0%010.0%106.8%10②色

4.3%20.0%01.4%2③種類

23.9%112.0%28.9%13④明るさ

50.0%233.0%317.8%26⑤整然さ

2.2%137.0%3726.0%38⑥その他

19.6%943.0%4335.6%52コメント無し

100.0%46100.0%100100.0%146合計

森林景観の評価がされた回答 人 箇所のうち、コメントが
あった 箇所について、そのコメントの内容を確認して下記の①
～⑥に分類した。

好ましいについては「色」、好ましくないについては「整然
さ」に関心が集まった。



【調査結果】森林景観評価の男女差
女性（37名）のコメント分布男性（22名）のコメント分布

注）「その他」「コメント無し」の構成比を除いて表示している
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【調査結果】森林景観評価の来場回数差
初めて来場（37人）のコメント分
布

2～4回来場（22人）のコメント分
布

注）「その他」「コメント無し」の構成比を除いて表示している
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竹林混合樹林針葉樹林広葉樹林

森林タイプ

4区分4区分9区分16区分区分数

3.3%5.3%6.2%4.6%好ましい

2.0%3.3%0.9%2.9%好ましくない

5.3%8.6%7.1%7.6%評価合計

【調査結果】森林タイプ別の景観評価

計算方法：｛各森林区分に対する評価件数 各森林の区分数×回答者総数｝×



【調査結果】森林タイプ別の景観評価
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考察及び結論
本研究では、調査対象者がどのような森林をどのような基準で評価しているのかを

明らかにするために調査を行った。

回答者の中心は、初めてキャンプ場に訪れた子育て世代（ 代の家族連れ）であ
り、調査地に馴染みのない回答者による森林景観の評価の影響が強く出ている。

調査の結果、森林景観についての調査項目については過半数の ％が無回答で、確
認できた無回答の理由は、「好きも嫌いもない」や「評価といわれてもよく分からな
い」で、そもそもの関心・知識の低さがうかがえた。

回答があったものについては、好ましさの評価軸は「色」（ ）が多く、好ましく
ない際の評価軸は「整然さ」 が最も多く用いられていた。
しかし、「コメントなし」 の割合も高く、森林景観の評価軸を言語化し難く感じ
ている人（森林の知識に乏しい人）が多くいたことがうかがえた。

本研究では、森林はその「色合い」や「整然さ」で評価されていることが分かった
。 他 方 で 、子育て世代を中心として、かつ野外活動に関心を持つ層であっても、森林
景観についての関心・知識に乏しい割合が高く約 割、また、何らかの評価を示した
場合も、４割ほどで評価理由を記せていなかったことから、現段階は「市民が森林景
観を評価する」段階にはまだ十分ではないと思われる。森林への様々な期待が高まる
中、市民への森林環境教育の実効性が一層求められている。
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